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地域最興まつり
委員会 酒田まつり夜巡行

日時：２０１７年５月１９日（金）
場所：みなとオアシス酒田エリア（みなと海鮮市場駐車場）

酒田まつりは歴史に裏付けされた人々を魅了する力を持っています。地域間で競いながら生まれた立て山鉾も酒
田を象徴する独自性の一つであり、この誇れる歴史・伝統文化を継承し、後世に伝えていかなければなりません。
魅力ある地域への発展と経済の活性化を促していく為には、この日ここでしか見る事の出来ない特異性に磨きを
かけ、共感を生みだす事業を展開してく必要があります。今年度の大きな挑戦であった夜巡行「動く立て山鉾」は
大衆に慶びと感動を創出しただけではなく、本祭り山車巡行へ参加している様々な団体に「来年は夜も参加して
みたい」という心境の変化ももたらしました。新たな試みであるがゆえに困難を極めた事業ではありましたが、未来へ
繋がる大きな一歩として、新たな賑わいで共感を生み魅せる夜巡行が実現できたと思います。
今年度、日和山から降臨し自由に動けることを示した立て山鉾は、これからの酒田まつりにどのような効果をもたら
すのでしょうか。次年度への引継ぎでは、立て山鉾の周りにどんどん山車を集めてほしいとまとめさせて頂きました。来
年の宵祭り、立て山鉾の麓に集った山車がただ展示してあるだけだとしても、その翌年には少しずつ装飾も施され、
ほろ酔いのお父さんお母さん子供達が自分の山車に集まって太鼓や笛を笑顔で奏でる姿があちらこちらで見受
けられることでしょう。更にその翌年には東京オリンピックで日本中が心おどる中、酒田らしい夜のおまつりがしっかりと
した形になって開催され山車の質の向上はもちろんの事酒田まつり全体の賑わいの創造に寄与します。これらは一
年で成しえる事は出来ません。その大きなうねりが起きた時に、きっかけは２０１７年の夜巡行であったと言っていただけ
る事業を実現する事ができました。

最優秀  

事業賞 



未来創造国際
青少年室

魅力発見！
イングリッシュサマーキャンプ

日時：２０１７年８月１０日（木）～２０１７年８月１２日（土）
場所：山形県海浜自然の家（遊佐町）

郷土の魅力を知ってもらうために、海浜自然の家の活動プログラムを採用し職員の指導のもと、地域の強みである
鳥海ジオパークを体感できる設えとしました。２泊３日の合宿事業として英語の実践勉強に集中できる環境を作り、
最後には子どもたちが外国人に現地で観光案内する様子、また、写真スライドを使い発表する様子を動画で撮
影し配信しました。また、単なる英語の勉強だけでなく、酒田みらいユースプロジェクト第１期生の出前授業、日本
青年会議所の「世界の中の日本プログラム」、ALTのホームタウン紹介などの講義を通して外国および外国から
見た日本についても学ぶことができました。
当事業を通して、ALT及び外国人ボランティアにも、初めて当地域を訪れていただき、体験を通して当地域の魅力
を感じてもらうことができました。事業実施後も多数の保護者・子ども達から御礼、次年度開催を望む声を頂いてお
ります。複数のメディアにも紹介していただきました。まさに当事業が魅せる運動で共感を生み出した結果だと考えて
おります。子ども達は将来の民間外交の担い手であります。終了直後のアンケートにて１００％の参加者に楽しんで
いただき、外国人に苦手意識を持つことなく楽しんでお話することができたと回答いただいております。また、参加者全
員に「住み暮らすまちの魅力を再認識することができた」と回答いただいております。
幼少期の原体験は人生のベクトルを左右するため、大きな影響を子どもたちの人生に及ぼします。本格的に英語
学習に取り組む前の小学生に英語の実戦経験を保護者負担ゼロで行うことができた当事業の地域への貢献は
大きいと考えます。また、教育委員会に依頼し対象児童すべてに学校からのお便りとしてチラシを配布する手法は、
今後の酒田JCの青少年事業においても有効と考えます。今回、多くの保護者に御礼と次年度開催の要望を頂
き、当事業を通した子ども達の成長についての感想を頂くことができました。当事業は、誇りあふれる人財の育成に
寄与した事業であると考えます。

優秀    

事業賞 



魅力発信国際
委員会

５月公開例会　酒田まつりを通した国際交流事業
The sakata matsuri Experience!

日時：２０１７年５月１８日（木）～２０１７年５月２０日（土）
場所：港南コミュニティ防災センター・旧酒田商業高校体育館・酒田まつり会場

地域性としては、有効な観光資源である酒田まつりを通した国際交流を展開しました。当地域の良さをＰＲするため
に、酒田まつりの英文紹介フェイスブックページを作成し、また、山形県が中国語とタイ語で運営する山形の観光
ＰＲフェイスブックページにも酒田まつりを紹介しました。山形市からは山形大学様と連携し山形大学新入留学
生のオリエンテーションとして当事業を採用していただき、留学生４４名を派遣いただきました。また、鶴岡市からは出
羽庄内国際村と連携し当事業を日本語学校の遠足企画として採用いただき、日本語学校生３６名をお招きしま
した。さらに、これまでの酒田ＪＣの国際事業で知り合った方々を中心に庄内在住者４５人を招聘しました。多数の
参加者を招き、酒田まつり・酒田市の魅力を発信できたのは正に魅せる運動で共感を生み出すことができたからだ
と思います。さらに共感の輪を広げるべくＳＮＳでの発信を促し発信してもらいました。
酒田まつりの山車行列団体として１００名を超える外国人と酒田ＪＣメンバーが参加したこと自体が、まちに活気を
もたらしたと思います。山形大学、出羽庄内国際村からも次回を待ち望む声を頂いております。特に、山形大学様
とはこの事業をご縁に、山形大学留学生のインターンシップを次年度開催することまで決定し、関係を深めること
ができました。
外国人が発信してくれた酒田市内観光や酒田まつりの模様の写真はＳＮＳを通じて当地域を知らない方にも当
地域の魅力を伝えてくれています。
酒田の国際化につながり、交流人口の拡大、それに伴うインバウンドの獲得に向けた動きのきっかけに当事業はな
りました。
また、酒田まつり期間を例会期間とする例会をまつりライン以外の委員会が行うこと自体が酒田ＪＣの歴史の中
で、極めて独自性が高いことでありました。多数の各団体様と協同し、実現できた当事業は活気あふれるまちの実
現に寄与した事業であると考えます。

優秀  

事業賞 



素晴らしき哉青少年
育成委員会

第３３回わんぱく相撲酒田まつり場所
全国大会

絆で繋げるまちづくり
委員会 第２９回日本海夕陽ラインシンポジウムin遊佐

事務局 ２月例会

日時：２０１７年２月１５日（水）～２０１７年８月８日（火）
場所：酒田市日和山公園・両国国技館

酒田まつり場所は、かつてはどこの神社にもあった土俵でお祭りの際に行われていた相撲大会の再現をイメージし
て開催しました。大会の周知では、学校や学童への訪問やＴＶ・ＣＭ、新聞とＳＮＳ・ＨＰの活用など多岐に渡って
酒田まつり場所への出場申込と当日の観覧を呼びかけました。さらに、今年で６６回目という長い歴史があり、毎
年三千人が来場する「酒田市子どもまつり」で相撲体験会を実施し、１１０名の子ども達に相撲の魅力を伝える
事ができました。また、新しい試みとして屋台村チャレンジショップ「ちゃんこのツヨシ」の運営を通して不特定多数の
人に周知を行い、その販売収益は公益事業である本事業費に繰り入れて活用できるため、ご来店された市民の
方々からちゃんこを食する事で青少年育成事業に協力していただく事ができる機会を提供しました。新聞記事には
計５回掲載され、効果的なプレスリリースをする事で共感を生み出す事業を展開できました。
周知活動では屋台村の他に、ＴＶＣＭの放送という新たな試みに加えてＴＶ番組の宣伝も工夫し、大人が自らま
わしをつけて大会の告知を行い、ＦＡＣＥＢＯＯＫページと連動してシェアする事で多くの市民に印象づけることがで
きました。そして酒田まつり裏祭り開催にあたり、日和山公園に土俵を製作して会場設営しました。設置業者や酒田
市土木課とはぎりぎりまで交渉を重ねて、初の日和山公園開催を実現することができました。また、当日は「わんぱく
まつり」と題し、お馴染みのちゃんこブースの他に、活動エリアのゆるキャラとのコラボレートや儀式相撲をお披露目
して神事としての文化も伝えるなど、裏祭りに新たな賑わいを創出することができました。さらに、全国大会では、実行
委員会が配信しているインターネット中継を使って、酒田会場でも観戦できるパブリックビューイングを実施し、中
心商店街でＪＣ事業に間接的に参加できる環境を作ることができました。

日時：２０１７年２月２１日（火）
場所：酒田勤労者福祉センター　３階　多目的ホール

第１部でご講演いただく阿部敦先輩は、理事長在任中に東日本大震災が発災。そんな状況下で、強力なリー
ダーシップにて迅速な復興支援活動や中止しかけた酒田まつりの開催、またそんな中での会員拡大２冠に導きま
した。会員のキャリアの若年化、退会・休会者の増加等、酒田JCの過渡期となった今だからこそ、改めて青年会議
所が持つ可能性を現役メンバーや新入会員予定者に伝えていただき、組織力強化・会員資質の向上に繋げる
べく、講演いただきました。第２部でご講演いただく鈴木篤先輩は、２０１０年より会員拡大担当となると、３年間で６０
名から１４８名まで拡大し、２０１１年の拡大２冠に続き、２年連続で全国第１位を獲得するなど、「拡大の聖地・酒
田」とよばれる礎を築きました。どちらも酒田ＪＣだからこそ揃えることができた講師でした。明るい豊かな社会の創造
に向けて運動・活動を展開している当会議所にとって、常に地域にとって必要な組織であり続ける必要があります。
その会の存続に直結するのが、拡大活動です。「拡大の聖地・酒田」とよばれる礎を作った２名の先輩を講師とし
てお呼びし、拡大への意識の喚起を行ったことは、会の存続のみならず、誇りあふれる人財の育成に寄与するとい
う点でも重要な事業となりました。

日時：２０１７年１０月７日（土）
場所：鳥海温泉　遊楽里　鳥海文化ホール

集めた署名を遊佐町長・国会議員・ＪＣが一緒になって中央へ届ける姿を魅せることによって、ＪＣの活動を強烈
にアピールすることができます。また、結果を出したことを市民が知ることによって、今後の活動への参加や入会にも
繋がっていきます。また、東京一極集中がますます進む中で、地方が経済的に成長することが、大規模災害時に
日本を救うことになるという発信ができたことで、地方の強みをアピールすることができました。インフラ整備を通して、
単なる道路の開通にとどまらず開通した先を見通したまちのあり方や、これからのまちの未来予想図を参加者と一
緒に考える機会を提供することができました。開通後のまちを見越して備えることが地域活性化へ繋がることを多く
の市民に認識していただくことができました。



未来へつなぐ拡大
広報委員会 ４月例会

絆で繋げるまちづくり
委員会

６月公開例会　災害体験フェスティバル
～ドーンと防災２０１７～

まちはひと委員会 ７月公開例会

日時：２０１７年４月１４日（金）
場所：酒田勤労者福祉センター

各委員会が行った事業は地域の強みを生かした素晴らしい内容でした。その事業を多くの人に伝え、運動としてい
くにはこれからも魅力的な情報発信が必要です。各委員会がフェイスブックなどで行った参加推進や事業案内
などは「社会性」「話題性」「意外性」のいずれかを取り入れたものも多く、とても興味をそそる内容でした。これから
も「創る広報」を参考にした発信を行えば多くの市民の共感を生み出せると考えております。
現代は誰もが簡単に情報発信できる時代で、広報に興味を持つ多くの市民に参加していただきました。セミナーに
参加した方が少しでも発信への意欲を高め、自分のお店や企業はもちろん、地域の魅力を発信していくことで、私
たちの住むこのまちの魅力が広まり、希望あふれる地域の創造につながって行くと考えております。

日時：２０１７年７月８日（土）
場所：東北公益文科大学　公益研修センター　大ホール

このまちは公益の地。この地には本業を通じた社会貢献があたりまえのように根付いています。そして、公益の祖本間
光丘の施策からも分かるように、本業を通じた社会貢献は単なるボランティアではなく、他を利することによりさらに己
を利し、売り手、買い手、地域の三方全てを利する好循環を生みます。その公益資本主義が根付くこのまちに「私
利を追わず公益を図る」を生涯に亘って貫き通した、日本近代化の父：渋沢栄一の子孫である渋澤健氏をお招
きし、みんなが幸せになるための在り方を学びました。また、地方都市において公益資本主義を実践し業績を伸ばし
続ける企業に赴き、そのメソッドを学び、委員会メンバーでその学びを編集することによりさらに理解を深めた上で
VTR上映をいたしました。VTRでは社会貢献の重要性だけでなく、いかに市民と共有・共感できるかがさらなる発展
の鍵になることを学びました。来場された大多数の方より本業を通じた社会貢献が必要であると共感していただきま
した。
消滅可能性都市に類され、若者が自らの可能性と雇用の機会を求め東京圏へ流出する現状から、地元企業
の経営力強化と働き甲斐の増進・雇用の創出がこの地域の喫緊と捉え本事業を開催いたしました。第三部で上
映したVTRでは、いわゆる社会的弱者と呼ばれる方々を積極的に雇用することで１つめの社会貢献をし、その従業
員が行う本業を通じた社会貢献による１つめよりも大きな社会貢献、そしてそこで働き甲斐を感じ活き活きと働く従業
員による社業発展と、共感の拡がりを示しました。また、第一部で現在の社会がどうなっているのかを正しく認識した
うえで、第二部では投資の視点から今後も存続し続けるであろう企業とは、どのようなマインドで、どのようなことを
行っているのかを示すことにより自社の存続可能性を高める学びを得ました。来場者アンケートの設問「明日から
取り組む具体的な一歩目を教えてください」に対し、「従業員と一緒に学び全てを共有していく」「周囲が喜ぶこと
を想像しながら未来を考える時間を持つ」といった積極的な回答をいただいたことからも、来場者に対し、明るい豊
かな社会の実現のために、本業を通じた社会貢献（公益資本主義）が必要であると示すことができました。

日時：２０１７年６月１７日（土）
場所：かんぽの宿酒田　スワンドーム

地元で商売を営んでいる企業や活躍しているボランティア団体などを多く巻き込んで、出店・協力をしていただきまし
た。当日のブースのみではなく、出店していただいた団体を通しての参加推進でも協力していただくことができ、ＪＣの
ネットワークに地元企業などのネットワークも加わって、新たなコミュニティを構築することができました。一般の参加
者に多彩な人々が一つの目的に向かって一緒に活動している姿を魅せることで、共感をうみ出すことができました。
行政・企業など多くの団体との繋がりをうんだことにより、次年度以降も連携可能となるきっかけをつくり継続して防
災・減災に関するイベントを協働して行っていく土台となりました。また、皆さんに大人気の青空応援団も着々と団員
を増やし、その活動はすでに委員会の手を離れ、独自の運動へと変わりつつあります。今回の防災フェスティバルを
きっかけに、多くの市民・団体が防災・減災への意識が高まり、防災のまちとして知られる日がくると信じております。



総務委員会 ８月通常総会

横堅伝承山鉾
委員会 立て山鉾魅力発信計画

日時：２０１７年３月１５日～２０１７年９月１７日（日）
場所：みなとオアシス酒田エリア（みなと海鮮市場前駐車場）・海洋センター

立て山鉾は酒田の地域性・独自性を象徴したまちのシンボルであると考えます。また酒田まつり自体誇れる歴史・
伝統文化を継承し、後世に伝えつつ新しいことに挑戦し文化を内包していった歴史があります。その上で今年度は
プロジェクションマッピングからヒントを得て立て山鉾に映像投影をし、その資金をクラウドファンディングで調達しまし
た。立て山鉾は酒田市民の方々からご協賛をして頂きを建設費用にあててきましたが、県内外から共感の輪を広
げられた事は次年度以降の山鉾事業のみならずLOMの活動・運動に対しても大きな一歩を踏み出せたと考えてお
ります。またミニチュア立て山鉾は今まで山鉾事業で張子製作物を市や市民、企業に提供した実績はありました
が、現在の立て山鉾「本丸」を再現し通年で鑑賞できるようにできたことは、今後山鉾の存在を市民の方々に周
知する一助になると信じておりますし、酒田の地域性を広める魅せる運動につながると考えております。立て山鉾は
存在そのものがまちの独自性を表現していると考えております。しかしながら、全国・全世界に視野を広げた場合必
ずしもそうだとは限りませんし、当会員内でも立て山鉾への愛着や誇りが定着できているとは限りません。その上でも
常に目標を高く持ち新たな挑戦を続けることは重要なことだと思います。今年度はまさに大きな挑戦をもって事業に
臨みました。映像投影やクラウドファンディング、そしてミニチュア立て山鉾は次世代に向けた発信に他なりません。
今年度芽が出る事業ではなく、次年度以降に希望を託していく連続。不連続の連続が山鉾事業では受け継が
れています。立て山鉾を中心とした賑わいを今年度も実現することが出来ましたが、常に挑戦をし続け変わらないた
めに変わり続けることを次年度以降へ事業を通して伝えることが出来たと思います。

日時：２０１７年８月８日（火）
場所：香梅咲

酒田の歴史・文化・格式があり、これまで酒田青年会議所の理事・監事候補者の選任承認の場として利用して
きた歴史があり、次年度体制を整える場として相応しい会場「香梅咲」で開催しました。会員数により近年他会場
で開催されましたが、今年度の「香梅咲」での開催は、会場が創りだす雰囲気により、理事・監事候補者は理事・
監事を背負う責任と緊張感を感じるとともに、メンバーにその姿勢を魅せることができたと思います。２０１７年度の運
動を展開する中、２０１８年度の理事候補者・監事候補者が承認され、組織体制を整えることで２０１７年度から２
０１８年度へバトンを渡すことができ、「明るい豊かな社会の実現」に向け、更なる飛躍を期待することができた事業
であると考えます。変わり続けるために、変えてはいけないものの学びがあり、今後の酒田青年会議所の運動・活動
にも繋がる事業運営だったのではと思っております。
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英語での「酒田まつり」フェイスブックページの運営 
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〈新春初顔合わせ会での言葉〉 

「魅力発信国際委員会は 

         体験で魅せる！」 
〈検証〉 
・５月公開例会では対外参加者１２５名が酒田まつり
山車行列を体験し、酒田市内観光を体験。 
・魅力発見！イングリッシュサマーキャンプでは、小学
生３０名に当地域の魅力・英会話を体験してもらいま
した。外国人スタッフ１２名も当地域を体験。 
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わ
ん
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く
相
撲
大
会
周
知
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集
活
動 

TV番宣・TVCM 

酒田市子どもまつり 

ちゃんこのツヨシ 

学童保育所訪問 
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儀式相撲の披露 日和山に土俵製作 

78名のメンバー参加 裏祭りに賑わい創出 
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わ
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全
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大
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市長・町長表敬訪問 

わんぱく力士壮行式 

パブリックビューイング 

両国国技館 
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〈新春初顔合わせ会での言葉〉 

素晴らしき哉青少年育成委員会は 

で魅せる！ 『懐』 
（ふところ） 

〈検証〉 

子ども達へ心に残る体験を通じて、故郷
を懐かしむ心を育み、懐の深いメンバー
で事業参加と委員会活動ができました！ 



Junior Chamber International SAKATA 

〜心を重ねて未来（あした）を創ろう！〜 



Junior Chamber International SAKATA 

〜心を重ねて未来（あした）を創ろう！〜 



Junior Chamber International SAKATA 

〜心を重ねて未来（あした）を創ろう！〜 



Junior Chamber International SAKATA 

〜心を重ねて未来（あした）を創ろう！〜 



Junior Chamber International SAKATA 

〜心を重ねて未来（あした）を創ろう！〜 



Junior Chamber International SAKATA 

〜心を重ねて未来（あした）を創ろう！〜 



Junior Chamber International SAKATA 

〜心を重ねて未来（あした）を創ろう！〜 



Junior Chamber International SAKATA 

〜心を重ねて未来（あした）を創ろう！〜 

６月公開例会 
災害体験フェスティバル ～ドーンと防災2017～ 

・一般参加者 ４６０名達成 

ありがとうございます♡ 

・防災・減災について 

  楽しく学べた ８９．９％ 
・防災・減災を自分のこととして

考えられるメンバーが 

例会後７５．７％に！ 
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〈新春初顔合わせ会での言葉〉 

「絆で繋げるまちづくり委員会は 

         実効性で魅せる！」 
〈検証〉 
・6月例会では400名以上、夕陽ラインシンポジウムでは300名以上の参加者を動員することが
できました。 
・6月例会では参加者の５６．１％が災害を身近に感じて頂き、災害に対して備えることの重要
性を６６．９％の方に感じて頂き、防災・減災に対する意識を変革することが出来ました。 
・夕陽ラインシンポジウムでは、アンケートより早期開通の必要性を感じて頂けた方が９８．１％、
また１００％の方が日沿道が開通することによる地域へのメリットを感じて頂き、早期開通への
意識を高めることができました 
・6月例会、夕陽ラインシンポジウムでは多くのメンバーや市民、地域の団体を絆で繋げることが
できました。 
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時代背景の認識～事例紹介 

【第一部】 みんな一緒の時代から、それぞれひとりひとりの時代へ 

・１９４５年終戦 

・１９５５年から始まる高度経済成長期 

・１９８６年から始まるバブル期 

・失われた２０年 

・成長社会から成熟社会へ 

・人口減少社会 

経済と価値観が 

どのように変遷していったのか 

『会社は社員の幸せのためにある』 

をモットーに、先を見通す経営を行
ってきた。 

伊那食品工業株式会社 『働く人の幸せを考えていれば、 

利益は後からついてくる』と考え、これか
らも社員に「ずっとここで働きたい」と言わ
れる会社経営を追求していく。 

株式会社アップルファーム 
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投資家から見る、『末永く応援したくなる良い会社の条件』を 

知ることにより、自社と照らし合わせ、今後の経営のヒントを得る 

渋沢栄一の子孫が伝える これからも続く「いい会社」の条件 
【第二部】 公益資本主義セミナー 



Junior Chamber International SAKATA 

〜心を重ねて未来（あした）を創ろう！〜 

有限会社アップライジング 

【第三部】 いい会社が「人」 を「地域」 を輝かせる 

「寄付金」 
タイヤの販売本数に応じて寄付。 

（２０１５年２月～２０１７年４月時点で総額１５０万円） 

 

 

「地域貢献」 
従業員と共に、通学中の小学生と挨拶を交わす、交通
安全運動へ参加。 

 

 

 

「人命救助」 
アルバイトをしているベトナム人留学生が、川で入水
自殺を図ろうとしていた女性を救出。CRMをはじめと
する社会貢献活動が従業員にも良い影響を与えてい
る。 
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〈新春初顔合わせ会での言葉〉 

「まちはひと委員会は 

         期待感で魅せる！」 
〈検証〉 
【７月公開例会】１０年後も残る可能性の高い企業の条件を掴むことが
できましたか？の問いに対し７９．３％の来場者が「分かった（少し分か
った含む）」と回答をしています。 
また、対内アンケートにおいては、「社員の幸福度を追求していく」「周囲
から必要とさせる人・企業になる」「変化をしていく」と回答 
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日本海夕陽ライン２０１７ 

Ａｒａｎａｍｉまるしぇ 
１０月７日（土） 
１０：００〜１７：００ 
鳥海温泉「遊楽里」特設会場 
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署名数 約２，５００名  

１０月７日 国土交通省 道路局長へ 
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開催 ４月１４日（金）１９時～２１時 
    酒田勤労者福祉センター３F多目的ホール 
 
講師 栗田朋一氏 
    株式会社ぐるなびの広報責任者 
    株式会社外食広報会設立 
    東京・名古屋・大阪PRアカデミー主宰者 
 
広報企画シート 講演のポイントを要約し作成 
           実際に活用した効果を報告 
           活用の促進 

４月公開例会 
創る広報セミナー 

～お金をかけない効果的な広報でブランド力を高めよう！～ 
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広報企画シート 広報企画実践編 

・広報企画シートを活用した事例報告 
・キャッチコピーやストーリーづくりのコツ 
・広報の楽しさ・自社の魅力を再考 
・酒田青年会議所の取り組みをPR 



Junior Chamber International SAKATA 

〜心を重ねて未来（あした）を創ろう！〜 

対外参加目標人数・・・１５０名 
対外参加人数・・・５６名    

目標達成率 ３７，３％ 

お店・企業の知名度や信頼度の向上が 
ゆくゆくはまちの魅力を高め・・・ 

重なることよって 
地域全体のブランド力の向上へ!! 

一人ひとりが発信意識を高め多くの人が
このまちの良さを広く伝えることにより・・・ 

地域活性化に!! 
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〈新春初顔合わせ会での言葉〉 

「未来へつなぐ 
拡大・広報委員会は 

  行動で魅せる！」 
〈検証〉 

  自分達が率先して行動し 
         21名入会しました！  
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２０１７年度 酒田まつり 

       夜 巡 行 
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１９日 ： みなとオアシスエリア 
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感 
謝 

〈新春初顔合わせ会での言葉〉 

 地域最興まつり委員会は 

    喜怒哀楽 魅せる！ 

本当に有り難うございました！！ 
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「横」の事業 

※ミニチュア立て山鉾 ※クラウドファンディング 
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「竪」の事業 

※立て山鉾映像投影 
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未来 

過去 

現在 

伝統文化の継承 

市民参加の拡大 

新たな 

賑わいの創出 

～横竪伝承の由来～ 
横竪には文字通り「横」の意味と「縦」の意味の他 

「自身」と「他者」。「時間」と「空間」の意味合いが 

あります。 

当年度の事業は【立て山鉾事業】を縦の軸 

【まつり塾事業】を横の軸と捉え、市民の意識を 

導いていき、想いと技術を伝承していきます。 

ＪＣ事業 



Junior Chamber International SAKATA 

〜心を重ねて未来（あした）を創ろう！〜 

〈新春初顔合わせ会での言葉〉 

「横竪伝承山鉾委員会は 

         心意気で魅せる！」 
〈検証〉 
 
酒田まつりとまちの文化を内外にＰＲし、酒田を代表
する観光資源として常時活用する礎を築きました。 
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公益社団法人 酒田青年会議所 

２０１７年度 事務局 

２月例会 

～魅せる運動で共感を生み出すためには～ 
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第1部 
青年会議所の可能性 

～青年会議所で得たもの～ 

第２部 
自らJCを語れる真のJAYCEEへ 

～なぜ拡大が必要なのか～ 

阿部 敦 先輩 鈴木 篤 先輩 
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第3部 
委員会発表 

もったいない！ 

人生を大きく変える！ 

千葉 識子君 
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２０１７年度事務局は・・ 

組織力で魅せる！ 
⇓ 

１つのまとまりに組織する能力。また組織として 
団結することで発揮される大きな力 
一丸となって組織力で難局を乗り切る 

1年でメンバーとの絆は深まりました 

真の楽しみは苦しみの中にこそある！ 
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財政局 
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財政局の検証 
 
＜悪かった点＞ 
 
１、年度当初、財政局主体で各委員会の委員長、会計幹事を招
集し、決算書の作成方法並びに見積書の添付方法等を説明し
たが、周知出来ていなかった。 

 
２、各委員会からの質問等に対して、的確な指示ができなかった
。 

 
３、期日が迫ってからの対応で、訂正する時間を設けられなかっ
た。 
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＜良かった点＞ 
 
１、年度当初に開催した説明会で使用した資料が年間を通し
て活用できた。 
 
２、財政審査会議の年間スケジュールを年度当初作成し、月
二回程度、財政局のみで行ったことによりスケジュール管理
が容易であった。 
 
３、決算書担当、コンプラ担当、議案本文担当等、財政局内
でも担当を細分化したことで、処理がスムーズであった。 
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原因 
 
１、財政局メンバーのスキルが不十分で
あった 
 
２、各委員会と意見交換が不十分だった
。 
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＜改善策＞ 
 
 財政局内でも、研修会等を開催し、スキルアッ
プが必須。また、横のつながりだけでなく、縦の
繋がりが必要。 
 具体的には前年度だけではなく、過年度の会
計、財政メンバーの協力を得て財政コンプリート
マニュアルを作成することが、改善策であると考
えました。 
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〈新春初顔合わせ会での言葉〉 

「総務委員会は 

         品格で魅せる！」 
今年度の総務委員会は品格と規律を意識した組織づくりを
掲げ委員会運営をしてきました。１年間の委員会活動を通し
て、時代は変わりそれに伴い変わり続けていく中で、これまで
紡がれてきたもの・受け継がれてきたもの、変えてはいけない
ものの学びがあり、今後の酒田青年会議所の運動・活動に繋
がる委員会運営ができたのではないかと思っております。 
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新入会員例会報告 
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酒田美人が活躍するJCの未来 
 

～組織の常識を超えろ！新入会員の挑戦～ 

公益社団法人酒田青年会議所 
２０１７年度 

１１月例会 
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現役会員の想い 非会員のイメージ 

座談会を実施 

多くの生の声 
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